
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 与野西北小学校 ）     学校番号 ０８３                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
みんなでつくる みんなの与野西北小学校 

～「輝く瞳に夢いっぱい」な学校を子ども・家庭・地域と協働・連携してつくります～ 
       

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律化と個別最適化及び探究化の実現 
２ 誰一人取り残さないきめ細やかな教育活動の推進と安心・安全な教育環境の整備 
３ 家庭、地域との強い絆で結ばれた「みんなでつくる みんなの与野西北小学校づくり」の推進 
４ 教職員の資質向上と働き方改革の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○さいたま市学習状況調査では、国語、算数

ともに市平均と概ね同水準である。 

○タブレット端末の使用状況について、市の

平均と同水準である。 

〈課題〉 

○デジタルの優位性について理解を深め、一

層の効果的活用を推進していく必要がある。 

○全国学力・学習状況調査結果から、話の中

心を捉えることなど、「話すこと・聞くこ

と」に課題が見られる。 

○本年度より３か年計画で取り組む学校課題

研究について、本校児童に身に付けさせたい

力等について議論を重ね、児童の実態に即し

た学校課題研究を推進する。 

・情報端末及び

学校図書館の

利活用を通し

た学びの自律

化、個別最適

化、探究化の

実現 

①学校課題研究の取組とも関連させてタ

ブレット端末を積極的に活用し、デ

ジタルの優位性を生かした授業を展

開する。 

②学校図書館の利活用を推進するため、

年間を通して読書活動を工夫する。 

①ICT 関連に係る学校評価の児童と保護

者の肯定的回答及び 12 月の児童の端

末活用状況が昨年度を上回ったか。 

②学校評価における、授業と読書活動に

係る肯定的回答が前年度を上回った

か。 

 

 

 

  

・児童と教職員

の実態を踏ま

えた学校課題

研究及び「与

野 西 北 小

STEAMS TIME」

の推進 

①学習状況調査等の結果を基に、自校の

状況を分析するとともに、市教委の学

力向上カウンセリング研修を実施し、

本校児童の実態に即した指導について

の理解を深める。 

②学校課題研究の方向性等について議論

を重ね、学びのポイント「じ・し・

ゃ・ク」の学びに繋がる研究授業を実

施する。 

③「与野西北小 STEAMS TIME」を推進

し、探究的な学び、教科横断的な学び

の充実を図る。 

①調査結果や学力向上カウンセリング研

修等を踏まえ、授業改善の視点を明確

にして、授業改善に生かすことができ

たか。 

②教職員の学校課題研究に係るアンケー

ト結果について肯定的回答が昨年度を

上回ったか。 
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〈成果〉 

○市学習状況調査の質問「学校に行くのが楽し

い」について肯定的回答の割合が、市平均と同

水準である。 

○昨年度、積極的な生徒指導や人権教育の充実を

図るための教育活動を展開してきたが、いじめ

の根絶は達成できていない。 

○昨年度、学校施設の瑕疵による事故０件。 

〈課題〉 

○調査において肯定的回答割合の数値のみを見る

のではなく、否定的な思いを抱いている児童に

対する個別支援を充実させる。 

○地域の宝である子どもたちがいじめの根絶に向

け、教職員、保護者、地域が三者一体となっ

て、根気強く協働する。 

○安心安全な環境づくりに向けた取組についての

凡事徹底を図る。 

・児童一人ひと

りへのきめ細

やかな学習指

導 ・ 教 育 支

援・教育相談

に向けた校内

体制の充実 

 

①個々の児童の実情に即した指導等を行

う支援教室を設置し、学習指導及び

教育相談等における、きめ細やかな

教育活動を展開する。 

②アンケート及び面談等の結果から個々

の実態を把握し、生徒指導、教育相

談、特別支援教育の分掌を中心とし

て、関係機関との連携も視野に入れ

ながら組織的に対応する。 

①支援教室について、活用計画を立案し

計画に基づいて運用することができた

か。 

②学校評価における、いじめ・人権教育

に係る肯定的評価が昨年度を上回った

か。 

   

  

・児童の安心安

全な教育環境

の構築に向け

た組織的取組

の一層の推進 

①食物アレルギー対応に係る管理職、栄

養職員、担任の目視確認をする。 

②毎月の組織的安全点検を確実に実施し

危険個所は即日対応する。 

①学校評価における、保健・安全関連の

質問について肯定的評価が９０％を上

回ったか。 

②危険個所等を発見した際、確実に即日

対応することができたか。 
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〈現状〉 

○昨年度は、八王子中学校との合同学校運営協議

会で児童生徒に育みたい力について熟議し、

「輝くひとみの子どもたち」の具現化に向けて

熟議を行った。 

○市学習状況調査における「地域とのかかわり」

について、肯定的評価が市平均と比較し低い傾

向にある。 

〈課題〉 

○地域の未来を担う児童のために、学校課題の解

決に資する活動の一層の推進を図る。 

○児童の地域理解を深めるとともに、地域の未来

を担う子どもたちの思いや願いが伝わる学校運

営協議会について研究を進める。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

の一層の周知

と学校課題解

決に向けた協

働活動の実施 

①コミュニティ・スクールについて、学

校だより、学校 HP 等を通して保護

者、地域への一層の周知を図り、協働

体制の基盤づくりに努める。 

②学校運営協議会で取り上げる学校課題

を精査して情報を共有する。 

①学校評価者における、地域・コミュニ

ティ・スクール関連の質問について、

保護者及び学校関係者の肯定的回答が

９０％以上となったか。 

②学校課題に係る協働活動を実施するこ

とができたか。 

   

  
・一人ひとりの

Well-being を

大切にする学

校づくりに向

けた児童参画

型コミュニテ

ィ・スクール

の研究・実践 

①児童が学校運営協議会に当事者として

参加する児童参画型コミュニティ・ス

クールの在り方について研究を進め実

践する。 

②コミュニティ・スクールや地域とのつ

ながりについて、講話朝会等を通して

児童の理解を深める。 

①児童参画型コミュニティ・スクールに

ついて、ねらいを明確にして実施する

ことができたか。 

②学校評価「みんなでつくるみんなの与

野西北小学校」に係る児童の肯定的回

答が９０％を上回ったか。 
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〈現状〉 

○超在校時間は減少傾向にあり、時間的視点から

見た働き方改革は進んでいる。 

○ICT 機器の積極医的活用は進んでいるが、「ICT

や情報・教育データ利活用」を自身の課題と捉

えている教職員が多い。 

〈課題〉 

○具体的な授業場面を想定した ICT の効果的活用

について理解を深める必要がある。 

○働き方改革及び教職員がやりがいを感じる職

場づくりを一層推進する。 

・ICT 機器の有

効活用に係る

教職員の資質

向上と、職務

にやりがいを

感じる職場環

境の構築 

①アクティブ・ラーニング型授業の充実

に向け、ICT機器利活用に係る研修会

等の受講を奨励するとともに、エバン

ジェリストから積極的に情報を発信す

る機会を設ける。 

②人事評価面談や校務分掌主任等との面

談において、教育活動に係る成果と課

題及び業務改善について話し合い、明

確な目標をもって職務にあたることが

できるようにする。 

①教職員アンケートにおける、ICT 等の

利活用を通した授業改善に係る質問に

ついて肯定的回答が、９０％を上回っ

たか。 

②職務にやりがいや満足感を感じている

教職員の割合が、前年度を上回った

か。 

 

 

 

  



 


